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2005 年 1 月 19 日

独立行政法人日本学生支援機構　（証券ｺｰﾄﾞ：－）

債券新規格付：「ＡＡ＋」(ﾀﾞﾌﾞﾙ A ﾌﾟﾗｽ)

株式会社日本格付研究所（ＪＣＲ）は、以下のとおり債券の格付けをしましたのでお知らせします。

発行体：独立行政法人日本学生支援機構

【新規】
(対　象) 　(発行額) (発行日) (償還期限)  (利率) (格付)

・第３回日本学生支援債券　   160 億円 2005 年 2 月 4 日 2010 年 3 月 19 日 0.66%      AA+

担保提供制限：なし（本債券は一般担保付であり、財務上の特約は付されていない。）

その他の特約：なし

社債管理会社：不設置（ただし、独立行政法人日本学生支援機構法に基づき受託会社が選任されている。）
　　　　　

【格付事由】

(1) 独立行政法人日本学生支援機構（以下、「支援機構」という）は、独立行政法人日本学生支援機構法

に基づき設立された政府全額出資の独立行政法人である。支援機構の業務は、大学生等を対象とした無

利息の第一種奨学金や利息付きの第二種奨学金の貸与を行う奨学金業務、及び留学生支援業務・学生支

援業務である。

(2) この度、支援機構の開始貸借対照表の内容が明らかになった。それには（財）日本国際教育協会等の

留学生関係公益法人の承継資産等が反映されており、総資産は 3.4 兆円、自己資本は 642 億円となっ

た。貸付金債権に関して、独立行政法人会計基準に基づいて貸倒引当金 981 億円が計上されたが、そ

れに対して後年度に財源措置が予定される 175 億円が未収財源措置予定額として資産に計上されるこ

ととなった。05 年度の政府予算案では、回収不能債権に対応する補助金として 9 億円が措置されてい

る。

(3) 開始貸借対照表に未収財源措置予定額が計上されたことから、政府の支援スタンスがさらに明確にな

った。ＪＣＲでは、支援機構の政策的重要性等を勘案すれば、必要に応じて政府の財政支援が得られる

確度が高いことを格付けには既に反映させており、今回の措置をもって支援機構の格付けの見直しは行

わない。

以　上

（シニアアナリスト　小峯　崇志、　アナリスト　三箇　和樹）



（要約版）

独立行政法人日本学生支援機構（以下、「支援機構」という）の開始貸借対照表によると、貸付金債権に関し

て、独立行政法人会計基準に基づいて貸倒引当金 981 億円が計上された。それに対して後年度に財源措置が

予定される 175 億円が未収財源措置予定額として資産に計上されることとなり、政府の支援スタンスがさら

に明確になった。ＪＣＲでは、支援機構の政策的重要性等を勘案すれば、必要に応じて政府の財政支援が得

られる確度が高いことを格付けには既に反映させており、今回の措置をもって支援機構の格付けの見直しは

行わない。


